


　愛知県美術館の展示室6は、しばしばテーマ
を設定した小企画展が行なわれる小ぢんまりし
た部屋だが、昨秋ここで中澤英明の「子供の顔」
展が開かれた。 
　この会場をうめつくしていたのは、4号大から
10号大の画面にテンペラと油彩の混合技法に
よって描かれた幼児から小学校上級くらいまで
の男の子や女の子の顔、しかも一様に真正面
向きの子供の顔であった。それ以上に私に
たじろぎを覚えさせたのは、こちらをひたと見つめる
多くの子供の目であった。私がたじろぎを覚えた
のは、おそらくは、彼や彼女らの目に宿る無垢なる
もの、それが長らく社会の通念やルールなどと
折り合いをつけて生きてこざるを得なかった
結果わが身にまといついた垢を思い起こさせもし、
あるいはまた彼や彼女らの目に感じる何らかの
訴えかけに本質的には応えることのできない無力さに気づかされたからであろう。 
　正直なところ、私は会場を出るときいささか重い気分にとらわれていた。ついで、私の想いは
「子供の顔」を何年にもわたって描き続けている作者自身に向かった。 

美術学部美術文化学科教授　浅野 徹 

 

芸術と科学 山田 卓三 

中澤英明「子供の顔」 
2004年10月8日～12月5日 
愛知県美術館　展示室6　テーマ展／名古屋市 

　昨年12月25日から2005年2月6日
まで東京都写真美術館で開催された、
日本の新進作家vol.3「新花論」に
参加した。　トラディショナルなテー
マともいえる＜花＞を、4人（赤崎みま・
銅金裕司・鬼頭健吾・櫃田珠実）の
出品作家が独自の視点で表現する
というのが展覧会の趣旨であった。
　植物と環境の関係を、アートワーク
に展開する植物生理学者である銅金は植物の表面に発生する微弱な電流をメディアや音声に
変換する。その装置が自動的に作動する実験室のような明るい部屋の様子が、ピンホールカメラ
の原理で周りを取り巻く部屋に非常に曖昧に映し出される。赤崎は枯れてしまった植物の実や花
を撮影し、光の効果で、あざやかな色を放出する不思議な写真作品。　名古屋芸大を2001年に
卒業し、2003年に京都市立芸大の大学院を修了したばかりのまさに新進作家である鬼頭の作品
は、５つのプロジェクターからの＜移行する映像＞が展示スペースの中の壁や床を移動する。部
屋の真ん中に、小さな鏡の集合体装置が3台回転してその映像を反射し2次、3次反射を生み出し、
眩暈と錯覚で視覚の可能性を広げる。筆者の作品は3人の作家が囲まれた個展形式のスペース
で展示するなか、スケール感のでるオープンスペースで イメージの奥に広がるGardenをつくる。デ
ジタルプリントの巨大なバラの咲く庭と微かな花の匂いで虚構と現実を行き来する。　4人の作
家の＜新花論＞はテクノロジアートを、大きく反映するものとなったが、＜花＞の存在は、いつの 
時代もかわらず生命と美の象徴にはかわりないようだ。　　　美術学部非常勤講師　櫃田珠実 

新花論 
2004年12月25日～2005年2月6日 
東京都写真美術館／東京都 

　「ここ数年、こどもをとりまくマーケットは
だんだん飽和に向かっている。過剰な愛は
こどもをきちんと育てることができるのだろう
か？今の社会は決してこどもにとって素晴ら
しい環境とはいえないが、子ども自身の『生
きる力の獲得』を望むのであれば、この社
会の中で学ぶこと、生きることを教える必要
があるのかもしれない。その『子ども力』を
引き出すデザインがどこかにあるような気が
する。すべてはバランスである。環境なのか、モノなのか、愛なのか、お金なのか。こどもに本当に必要なも
のは何か。デザイナーにできることは何か考える。」この問いに対して、6組のデザイナーに現時点での回
答として作品を展示して頂いた。その中で、「谷野大輔＋竹内直樹＋壁谷荘介」のユニットはコンクリート
製の「ポチ袋」をデザインした。ポチ袋の型の中に生コンクリートを流し込み、その中にお年玉を封入する。
それをもらったコドモは、堅いコンクリートと格闘しながら、その「対価」としてお年玉という「現金」を手に入れ
欲しいものを買う。モノがあふれる今、モノを手に入れることの重みや、送り出す側の責任について考えさせ
られる作品であった。商業主義にのっとった作れや売れやの考えからではなく、モノを与える背景に本来あ
るはずの「与える側」の哲学が、今後の一つのキーとなることを示唆する一つの回答であったように感じる。
今後も、コドモに関わるデザインについての様 な々価値観を、社会にプレゼンテーションしていけたらと思う。 
※国際デザインセンター主催の「ADVANTAGE」シリーズは、若いデザイナーの発想と作品を紹介する企画展である。

次世代のデザインを担うであろう若手デザイナーや学生たちが、展覧会コンセプトから出品者のセレクト、作品制作、会場 

構成、運営までのトータル・プロデュースを行なう。　　　　　　　　　　  デザイン学部非常勤講師　稲波伸行 

コドモ式 advantage #02 “kids style” 
2004年12月15日～23日 
国際デザインセンター デザインギャラリー／名古屋市 

　「はじめての出会いFirst Contact“アメリカンアートに
こんにちは！”」は『オキーフとその時代』展のために名
古屋ボストン美術館と共同で開発した教育プログラムで
ある。プログラムの対象になった「レーンコレクション」は
20世紀前半の抽象的な表現を代表するアメリカン
モダニズムの作品群である。来館者がはじめて絵に出会
い、その感動や印象を大切にし、さらに画家の目と心にな
って新たな物の見方を発見することを目的に、アートエデ
ュケーションの授業で試行錯誤が始まる。まず学生たち
自らの視点で作品を解釈しプログラム作成を試みる。その提案された内容は担当学芸員との話し合いによって
幾度かの改善が加えられ、徐々に教育普及プログラムへと明確な姿になっていく。セルフガイドやワークシートも
含め、「めかくし探検隊」「ちゅうしょうパズル」「ことばあそび」など、学生たちは10種類のプログラムを作成する。
10月から翌年２月までの５ヶ月間に月２回の割合で実施するが、毎回実践のたびに‘新たな覚悟’と今度は上手
くいくという‘ささやかな希望’と、やっぱりあそこが…という‘大きな反省’が学生たちの間でくり返される。一行
の文章で美術の楽しさを表す広報ちらしのテクニックや、人前でわかりやすく伝える話術の難しさに、
‘言い訳’などきかない現場のシリアスさを、学生たち全員が肌で感じる。一方、オープニングで寄贈者の
夫人のソンドラ・レーンさんに会い、プログラムの意見を直接聞けるという貴重な経験もする。学生 
自身にとっても様 な々“はじめての出会い”だったのである。　美術学部美術文化学科助教授　前田ちま子 

学生たちの“はじめての出会い” 
～名古屋ボストン美術館との共同教育プログラム～ 
2004年10月2日～2005年2月20日 
名古屋ボストン美術館／名古屋市 

　私は本学にお世話になるまでは芸術とは全く縁のないと思われている生物を対象に研究
してきました。しかし、本学に来て、様々なアートやデザインを注意して見てみますと、生物をは
じめ自然が深く関わっていることに改めて気づきました。そこで講義はなるべく野外で行い、学
生と共に自然の本当の姿を観ることにしました。 
　草花など野外から切り出して部屋に持ち込むと天地が変わってしまいます。ユリやツツジな
どは蜜標（ハニーガイド）の位置で天地の補正ができますが、花によっては分かり難いものや、
光や温度によって開いたり閉じたりするので、その様相が変化してしまうものがたくさんあります。
動物も同じです。さらに生き物に限らず時間と共に変化する影や天空の事象も同じです。 
　美術の展覧会に行って、作品をみているとその不自然さが気になってしまいます。蜜標の
位置と雌しべの柱頭の向きがずれていると不自然です。また、松上の鶴のようなキメラも気に
なります。鶴は地上で生活しているのに樹上で生活するサギやコウノトリをツルと思いこんで
地上でスケッチした図を樹上にはめこんだものです。あるいは、時間や場所により影や月の位置

や形が違うのに適当に描いているものなどなどです。 
　以前小麦の研究で知られる木原均先生とお話ししている時に、これ
に関することが話題となり、レオナルドダビンチの作品にはこうした「うそ」
がないが、一つだけ見つけた。それは壁に掛かっている紐のよりが上下
で違っている、というのです。当時、先生は朝顔のつるの巻き方を世間で
は左まきと言っているが、これは動物やねじなどの巻き方では右巻きだか
ら、統一しないと誤解を招くとその統一の運動をされていた頃でした。 
　こうした見方は邪道で、アートやデザインだからそんなことはどうでもいいことかも知れません。
しかし、東山魁夷の竹林の絵などこれは孟宗竹だとその竹の種類まで分かるのはまさに芸術
と科学の融合で素晴らしいと思います。ヒガンバナを見て「裸にて　炎と化すや　曼珠沙華」
といった中 勘助の文芸も同じです。科学の表現を越えた芸術です。 

トピックス レポート 

音楽学部教養部会　特別任用教授（生物学） 

プチことばあそび 

子供の顔　クマ 

まもなく開幕の『愛・地球博愛知万博2005』では多くのアーテ
ィストたちも参加しています。アートプログラム「幸福のかたち」
では、本学の学生たちもコスタリカ出身のアーティスト、フェデリコ・
エレーロさんの作品、「World Map」の制作をお手伝いしました。 

アート＆デザインセンター界隈では展覧会に合わせて、 
あるいは突発的に、様々なハプニング（パフォーマンス）が繰り広げられます。 
芸術大学ならではの不思議な出来事も 
すべて作品につながっているに違いありません。 

http://www.expo2005.or.jp/jp/A0/A5/index.html

やはり展覧会期中に行われた様 な々パフォー
マンスの一部。中庭の観客を取り込んだ作品、
ボックスの中で完結する作品、限られた空間
をそれぞれが工夫を凝らし、演出していました。 

学内の茶室とキッチン工房を使って本学留学生に
よる料理対決。 
エスニックあり、フレンチあり、スパニッシュあり、
コリアンあり、前菜からデザートまで５カ国の料理が
並べられました。残念ながらジャパニーズはなしでした。 
 

英国人女性アーティスト２人の企画による
パフォーマンス。現代日本の生活の中に
息づく伝統を「着物」を通して表現した作品。
洋画コースの学生3人が象徴としての「着物」
を纏い、演じました。 

放送部 - POLLEN パフォーマンス- POLLEN

甘くて旨い 
古新聞屋さん現る!?

留学生による料理バトル 

S A C U K  
（Society Against Cutting Up Kimono） 

特 
集 

展覧会期中限定の有線放送。日替わりゲストと日替わりDJのトーク
をリスナー／観客は青空の下で聞いていました。放送は有線のため、
毎日実行委員会が長いコードがつけられたスピーカーを学内に設置
することから始まりました。 

・  ・ 
・  ・ 

芸祭期間中に出没していた石焼古新聞売り。 
古新聞を買うと甘くておいしい石焼き芋が
ついてきます。主役はあくまでも古新聞です。
どこかで見かけたら声を掛けてみてください。 

・  ・  ・ 

・  ・  ・ 
・  ・  ・ 


